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研究の全体概要 

国内で多くの鳥類が絶滅の危機に瀕しており、保護増殖事業計画の一環で、傷病保護や飼育下繁殖

が行われているが、自然繁殖が順調でない種が多い。とりわけ頂点捕食者で生態系の重要な位置にあ

り、危機的な状況にある大型猛禽類の繁殖は困難である。本研究では、生殖細胞の安定保存により、

長期的かつ多様な遺伝資源保全を実現する。将来的な野生復帰を見据え、体外受精等による遺伝的多

様性を維持した個体の産生に貢献する。 

代表者らがこれまでにヤンバルクイナをモデルケースとして確立した、死亡個体の組織摘出から生

殖細胞保存、および情報解析の技術を本研究に応用する。サブテーマ1では、保護増殖事業計画対象

の希少猛禽類の野生下や飼育下での死亡時に、受精能力を高く維持した精巣および卵巣組織を摘出で

きる個体状況の基準を策定する。精子はフリーズドライや凍結、卵巣は凍結によって保存し、保存後

の生存性および受精能評価を行う。また、保存した未成熟卵子の活用に向けた卵巣組織の体外組織培

養法を開発する。ニワトリあるいはトビ等の近縁猛禽類の試料を用いて基礎データを収集する。サブ

テーマ2では、野生および飼育集団の遺伝的多様性や近交度を解析して絶滅リスクを評価する。繁殖

に関与する機能遺伝子の型判定や、DNAメチル化率を指標とした野生由来個体の年齢推定を実施す

る。 

保存した生殖細胞の受精に関する情報をアーカイブし、サブテーマ2の遺伝情報を付加すること

で、遺伝的多様性を確保する。本研究で開発した生殖細胞保存法を標準化したマニュアルを作成する

ことで、猛禽類全般および他の鳥類へも応用できる体制を構築する。生殖細胞は、将来的に遺伝的多

様性を確保した人工繁殖へ活用できるように国立環境研究所において長期保存し、生殖細胞バンクと

して整備する。研究の進展により、生物多様性国家戦略2023-2030の、1-6-5絶滅危惧種の生殖細胞・

種子保存に貢献する。 
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